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同時にこれに関連して結合剤の効果を検討し, 造粒工程, すなわち製粒, 製錠工程における新知見を得る
ことができた｡
Ⅰ 粉体 ･結合剤系の流動学的性質
先づ粉体 ･結合剤系練合物の製粒機からの流動性を解析するにあたり, 抵抗線歪計を用い, 円筒額粒機
による流出量と流出圧力の関係から流動性におよぼす粉体粒度の影響を求めた｡
その結果, 結合剤の種類および量を一定とした場合, 粒度は流動性に著しい影響をあたえ, 粒度の大き
いほど流動性のよいことを認めた｡ つぎに結合剤を含む溶液と粒子界面との問の濡れを考慮し, 結合剤の












乾燥温度の影響についても検討を加えた結果, 乾燥温度が低いほど, 頼粒中の粒子接触状態は密で, 強
度は大きくなる事実を明らかにした｡












性質との関連性を求めた｡ 錠剤の密度は成形時の打錠圧力以外に, 製錠に使用する額粒の密度, 強度によ
って大き･く影響されることを見出し, これらの定量的関係を明らかにした｡
次に錠剤の硬度については, これを粉休の粒度, 結合剤の接着力, 錠剤の空隙率の関数として表わすこ





粒ほど, これを用いて製した錠剤の崩壊性は遅くなることを認めた｡ なお, この影響は額粒剤の崩壊性に
ついても同じ傾向を示した｡
Ⅴ 製錠への応用
まず単味錠 7例, 複合錠 3例について原料粉体の粒度の効果を硬度および崩壊性に応用した｡ その結







論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
錠剤頼粒剤は, 現在最も繁用されている剤型であるが, その硬度と崩壊性は投与効果に著るしく影響を
与える因子である｡ これらの関連を明らかにする目的で本研究を行った｡
まず原料粉体の粒度を第 1 の因子として採り上げ, 結合剤の影響を溶液の界面化学的性質と粉体粒子問
の結合強度に分けて検討を加えた｡ 即ち製粒工程における粉体一結合剤溶液系の流動性におよばす粉体粒
度の影響, 頼粒の密度強度に及ぼす粉体粒度の影響を定量的に求め, 同時に結合剤についても同様の検討
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